
資 料

平成27年５月18日

「ディスカバー農山漁村の宝」（第２回選定）の実施について
む ら

１．趣旨

（１）「ディスカバー農山漁村の宝」は、農山漁村の活性化の優良事例を選
む ら

定・顕彰することにより同様の取組を全国に広めようとする取組であ

り、平成26年からスタート。

（２）平成26年選定（第１回）では、全国から23地区を優良事例として選定。

昨年６月、選定地区の代表者等を総理官邸に御招待し、安倍総理御出席

の下、交流会を開催。

（３）こうした成果を踏まえ、優良事例の横展開を一層推進するため、平成

27年選定（第２回）を実施する。

２．選定方法等

第１回選定の実施状況や有識者委員の意見等を踏まえ、第２回選定がより

効果的に実施されるよう、以下のとおり選定方法等を見直し。

（１）「グランプリ」の選定

① 選定地区（20地区程度）の中から、最優良事例として「グランプリ」

を選定。

② 「グランプリ」選定に当たって、全国から応援コメントを一般公募。

③ 「グランプリ」は、官邸交流会当日に発表。

（２）「特別賞」の選定

① 地方創生や女性の活躍など現下の重要な政策課題への対応に資する

事例を「政策テーマ特別賞」として選定。

この他、取組を開始したところであるが、今後発展が見込まれ

る事例等を「座長特別賞」として選定。

②「特別賞」は、「グランプリ」と併せて官邸交流会当日に発表。

（３）その他

① 他薦の仕組みの導入、地域おこし協力隊や地方創生コンシェルジュ

等への情報提供を通じた新規公募の掘り起こし。

② 有識者委員の総意を選定に反映させる観点から、主担当・副担当ブ

ロックの割り当てを廃止。



３．今後のスケジュール

５月18日 実施方針決定、公募の開始【第１回有識者懇談会】

(公募期間は８週間)

７月10日 公募終了、有識者懇談会委員による審査開始

９月頃 選定地区の決定【第２回有識者懇談会】

～９月下旬 選定地区からグランプリを決定するに当たって

一般から「応援コメント」を募集

10月頃 グランプリ・特別賞の決定【第３回有識者懇談会】

選定地区の代表者等を総理官邸に招待し、内閣総理
大臣御出席の下、交流会を開催

【選定証授与式及び交流会】

10月以降 選定地区や「ディスカバー農山漁村の宝」の国内外向けPR、
む ら

都内で開催される各種イベントへの出展促進、シンポジウ

ムの開催 等



選定方法等の見直しについて

選定地区（20地区程度）
（北海道、東北、関東、北陸、東海、近畿、中国、四国、
九州・沖縄の計９ブロックから、２地区程度ずつ選定）
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「地域おこし協力隊」・「地方創生コンシェルジュ」等を通じた

新規公募の掘り起こし
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最優良事例を「グ
ランプリ」として選
定

取組を開始
したところ
であるが、
今後発展
が見込まれ
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として選定

（別紙）
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